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〈研究目的〉
フォーサイスがZKM(カ ールスルーエ ・アート

&メ ディア ・センター)の 協力を得て作成 したイ

ンタラクティヴ ・コンピュータ ・インスタレーショ

ン 『インプロヴィゼーション ・テクノロジーズ』1が,

フランクフル ト・バレエ団の中で どのように利用

されているか, その教育的効果について検証する。

さらに, より一般的な意味での教材, 及びマルチ

メディア作品としての評価 を試みる。

〈研究方法〉

振付家 とダンサーへのインタビュー, それに

CD-ROM(抜 粋版)の 構造の分析 などを通 して, 

製作の意図, 及びバレエ団の中での実際の利用状

況を明らかにする。

〈研究結果及び考察〉
・CD-ROMの 構造 と機能

このマルチメディアの作品/教 材は, もともと
バレエ団に新 しく入ったダンサーたちにフォーサ

イス特有の 「用語」を覚えてもらう目的で作成さ

れた。フォーサイス自身が 「暫定的な用語集のよう

なもの」2と説明するとおり, ここでいう 「用語」 と

はまず, 文字 どおり, フォーサイスがバ レエ団の

中で頻繁に使 う独特の言葉のことである。
CD-ROMの 主画面は4つ のセクシ ョンに分か

れてお り, 彼に特有の用語(collapsing: 折 り畳

む, matching: 一致 させる, back apProach: 後

方への働 きかけ, 等々)を 含むそれぞれのチャプ

ターは, フォーサイス自身のデモンス トレーショ'
ン付 きレクチャーで明解 に定義されるとともに, 

リハーサルやパフォーマンスで実際に使われてい

る例へ と, クリックー・つでアクセスで きる構造に

なっている。意図的に階層 を浅 くして作 られたこ
の構造のおかげで, 利用者は目的のチャプターへ

と容易にたどり着 くことができ, フォーサイスが

定義する用語が, 動 きの生成/変 換条件 としてど
のような性格を持っているのかをかなり正確に理

解できるのだ。
このようにして, フォーサイスの振付にみられ

る特有の動 き(一 見骨のない軟体動物のうごめき

にも似た, 規則性の見いだしにくいもの)の 基本

的な単位 となる 「語彙」 を理解 してゆくことで,

そうした複雑な動 きを分節的に認知することが一

般の観客にとっても可能になるだろう。ここに,

このCD-ROMの 高い教育的効果が認められる。
・開かれた教材

もう一点教材 として優れている点をあげるなら,

このデジタル ・アーカイヴが単にフォーサイスの

「用語」 を映像 ・音声付 きで説明し定義するのみ

ならず, インプロヴィゼーションを行う際の極め

て多様なアイディアを提示 していることだろう。

様々なソフ トを組み合わせてデジタル ・アーカ

イヴを作 った り, バ レエの用語をわか りやす く定

義 しようとする試みは, 1995年 の トロン トでの学

会3な どで も幾つか紹介されていたが, それらは

あくまでもできあがった作品の記録であ り, 用語
の定義/説 明であるに留まっていた。これに対 し,

所与の動 きの 「変換」と新 しい動きの 「生成」と
いう2つ の重要な役割を担 うツール4と しての

フオーサイスのCD-ROMは, 単なる用語集では

なく, いわば開かれた作品/教 材であ り, バレエ

団のメンバーにとってのみならず, 多 くのダン

サーにとって示唆にとんだものなのである。

〈結論〉

勿論, 動 きの 「語彙」をただ集めただけでは作

品は成立せず, それらをいかにつなぎ合わせて構

成するのかが, 語彙そのもの以上に重要である以

上, このCD-ROMは フォーサイスの作風の全て

を説明する, というものでは毛頭ない5。 むしろ
ここでは, このマルチメデイア教材が教育的価値

のみならず, 一つの開かれた作品としても極めて

水準の高いものであることを強調 しておきたい。

〈注〉
1 Improvisation Technologies-William

Forsythe's "Self Meant to Govern". Concept:
William Forsythe; Interface concept: Nik
Haffner, Volker Kuchermeister, Christian
Ziegler; Coding: Volker Kuchermeister; Screen
design: Christian Ziegler. Produced at ZKM/
Center for Art and Media Karlsruhe, 1994.な お,

本 研 究で取 り上 げるCD-ROM(593.5MB)は,

同 一 タイ トルの デ ジタル ・アーカイ ヴ(4GB)

か らの抜粋版 である。

21996年3月4日, フラ ンクフル トにて, ウ ィ

リアム ・フ ォーサイスへ の個 人イ ンタビュー。

3他 に も, Life Forms とい うグラフィ ック ・ソ

フ トの詳細 な分析 や, 同 ソフ トの教育現場 での活

用状況の報告 が興味深 かった。 学 会紀 要のタイ ト

ル は次の通 り。A.Wi-liamSmith(ed.).Dance

and Technology ff: Trancending Boundaries
(Proceedings of the Third Annual Conferece),
York Universiy, Toronto, 1995
4前 掲 のイ ンタビューでの フォーサイスの説明

による。

5バ レエ史の コンテ クス トか ら見 た フォーサイ

スの作品 の特殊性 は, SDHSの 学 会発 表お よび紀

要(Yasuda, Shizuka."lnvisibleTurnsVisible:

Forsythe's CD-ROM", in Proceedings of the

Nineteenth Annual Conference of Society of

Dance History Scholars, University of Minnesota,

Minneapolis, 1996, pp.157-163.)で 強調 した。
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